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したが、場合によって 正字を用いたところもある。また翻刻の整理に際しては 読解の便を考えて、 省略字体や文中 ・文末表現を若干整えた場合がある。翻字不明の箇所は □とした。
・本翻刻に際しては、伊藤が翻刻を行い、武蔵野大学兼任講師













られた。それが表現の上へ出なくとも、その心持ちあらば十分であると云ふ考へ 知らず〳〵の間に行はれた。呪言の形式を踏ん 家主の生命の祝福を述べてゐる。即ち抒情詩である に、呪言の型によつて発想してゐる。これが少し進むと、万葉の乞食者詠の如く、　　
いとこ汝兄の君。……まをしはやさね、まをしはやさね
と云ふ呪言の固定した形があるに関らず、その中から新発想法を使用して、そ 心持をはつきりあらはしてゐる。乞食者詠は呪言で、後演出を伴つた一種の芝居で る。この乞食者詠は新しい発想から演劇的 ものがあらはれて来るけれども、呪言の形を踏んでゐる。宣命の文体が□□や女官目録記録に移つて来たから 平安朝には呪言 影響 多い筈であるが、時代が経てゐる為に、呪言の臭味 少ない にかはるに、恋愛発想 あらはれて来る。ど 神楽歌を見 この恋愛発想である。神 云ふ言葉は凡 恋愛の言葉 使用した。　　
呪言発想（寿詞）→恋愛発想（歌垣）












この如き強い内生活をもつてゐたとするが、これは第二の生活であつて、第一第二の生活の間に誇張があつた。一種の魂をなだめる芸術的の誇張であつた。この霊的なことにも恋愛発想が表れてゐたが、これがすべてに広が 来 。短歌の真生命室町時代で終つて 連歌誹諧が起つて来る。徳川時代は古典 り、明治以後は復活であ 室町時代がこの恋愛発想の頂点であり そ 頃から真 恋愛発想的な純粋なものが行はれた。たゞ、一 そ に表象的な気分 即ち幽玄な気分と生活と併行してゐると思ふ。この気分 芭蕉によつてあらはれてゐる。新 すが ものとして 動きが、幽玄と云ふもので、室町時代にかすかに動いてゐたと思ふ。お伽草紙は即ちそれであつて、その偉大さ 恋愛発想を脱して新しい発想を踏んでゐる。徳川時代になると、この幽玄発想と表象的なものが仏教上の影響即ち修道生活がこれに関係し も はれる。奈良朝時代の人間はすべて恋愛発想の生活をもつ 。万葉の歌は勿論平安期の歌、歌物語 歌物語から 生して来た物語は皆恋愛気分が濃厚であつた。恋愛発想についでも一つ結婚に関しての一種の考へ方がある。日本 は戦争と結婚と区別がなかつた。記・紀を見ると、結婚するとき 戦争 形をとつてゐる。奪略結婚は両方の申し合はせであ もと〳〵結婚は□であつた 処女は村 神のものであつた。それを引き離して、奪つて来るのである 風土記 氷上刀自に嵯岐彦が結婚
















と云ふ事実があはさつて来る。さうして一の考は次第 遠ざかつて来る。そしてだん〳〵呪言と叙事詩が分れてそ 中演劇が歴史と叙事詩の間にふらついてゐる。毎年年頭に唱へる寿詞 、後に 自分の家が宮廷に臣下として述べたものが、祖先以来、かう〳〵した職 してと云ふ になつてよりの来歴を述べる。その以前は宮廷の祖先の神 出て来て、神に服従した同じ考へと観念をも て現在自分 天皇奏してゐた。毎年、年頭に天皇の前に唱へる奏上 寿詞が歴史である。宮廷の寿詞は祝詞である。宮廷及び家々の本縁は非常に単純であつた 家々及び宮廷の歴史を見て、最も疑はしいのは非常 命の長い人、又他 時代にあつた人が異つた時代の人となつて伝つてゐたり、又二様 伝ある様な矛盾は沢山ある。それを一面より見ると、家々の伝へに根本的な矛盾の理由が つたものと思ふ。これは人物錯誤から出て来るものである。同じ書物であり がら二様に書いてゐる。又、同じ事実でありながら、他には異つた時代に書い ある。それは その家の開祖も現在の主人も同一に考へる思想




た。で、名前の資格 定まつたその為 そ 名 継ぐ事が、君主を継ぐと ふ事になる。 「は くにしらすすめらみこと」と資格が人より定つて与へられた。人から与へ れた名をついでゆく事が名の変はらぬ理由になる。それと共に一つの名が幾代もつゞ になる それ 何代も と、それを上にもつたが出来る。平安朝になると、倭根子と云ふ称名が出て来る。天子の資格をあらはす称名と、天子をあらはす称名が重なつて来る。天子の資格の称名は、家名であ 様であるが、さうでもない。その人自身の個性をあらはす も家名もなければ永遠に伝つて行く名は神に仕へる名で る。ところが、同時に一人が、多くの名を持つてゐ それを根本に入つて考へ その のもつてゐる魂の数によつて、その をもつてゐる 例へば大国主命は大汝と云ふ やその他色々の名 もつてゐる。大汝は大名持である。一人である人物が色々 人格を持 理である。
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家名もなく、個人名もない事実があつたら一方にむやみに多くの名をもつてゐる。そこに色々の乱雑が起つて来る。沢山 魂が何処から出て来るかと云ふと、それは村々を征服してしまふ事より起つて来る。村々を征服すると、その の魂が、皆自身 魂に付加する。更にある魂が親から子に伝はる。大和の大物主は大国主に いた名であ 。それが大国主より、事代主に伝つた。事代主の一部分は、大和の大物主の魂が付加してゐる。一方では他 多く 魂が入つてゐる訳である。この事実を考へて来ると、古代は非常 複雑してゐた。この事柄が家々の代々をば色々に混乱させてゐる。ところがそう云ふ矛盾を統一するものがある。それ 家々に伝へた聖職であり、その側から見ると、祖先と子孫を一視しても差し支へない伊勢の斎宮は第一 の倭姫命からその名を以て斎宮である巫女の名となつた。即ち倭姫命 伊勢斎宮の聖職にある者の名称となつた。武内宿祢の長命も実は親から子へと伝承した名である。この長生きをするには、神秘な職業から出 当然の信仰である。が、後世になる 、別な説明を加へる。長生の極端 昔 は非常に喜ばれたが、後には自分一人残され 云ふ者にか つて行つた。昔は職業が聖であるも は、皆長命を喜んだ。 でも聖職にある者が後には長生をして その聖職にあ 人のみが長い間残される。そこに長生をする人は呪はれて来る。キリスト教でも、ワンダリング・ジウの話が 。日本でも八百比丘尼 話がある。人魚の肉を食べた為 呪は 話である。嫦娥 話も犯罪
で長生を保つた。常陸坊海尊も釣りをしてゐる間に、衣川の戦があつた為に、戦死する事ができなかつた。その為に死ぬる事が出来ない。即ち後には長生をした人は呪はれたくもりある生活をしてゐたのである。海尊の長生と倭姫 活を比較してみると、倭姫の生存は祝福せられたものであり、海尊の生活 呪はれた存在であ 同じ長生に於てこ 思想の転換がある。古代の聖職にあつたものは皆長生をした。神だちめは神だち即ち神の召し上がり物 奉る聖職である。そこに侍る人と云ふのである。聖職にある人は皆長生した歴史をもつてゐたが、人間性 めざめた歴史をもつ様になつて来ると、どうしても矛盾を生じて来る。こ 聖職に付属した名前が矛盾な論理を持つてく 。宮廷に仕へる聖職の推移日本の古書を見 と、家々の職業は神代以来の る。その代表者は五伴緒の神で表してゐる。ところが実際に於ては家々の職業は推移してゐる。祝詞を見ると、　　
高天原に神づまりますすめらがむつかむろぎ・かむろみの命もちて……
と書くのが本式であ 。 「みこともちて」は命令を伝達して云ふ意味で、 「みこともちて」以下は伝承者、 伝達者 言葉になる。祝詞の言葉は最初は天皇のお言葉である。 「かむろぎ・かむろ
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ゐる。この論の暗示は、天武帝の時、新字と云ふ辞書が出たことがあり、又延喜式の神祇官に関した事を書いたところに、神語に云々とあり、これらを見て篤胤は、暗示 得たと思ふ。この者はまだ足りないものである。旧事紀と云ふ書がある。これは「もとつごとぶみ」と読んだ であらう。日本の歴史は凡そ物語と云ふ で はれてゐた。物語は平安朝で 小説と と断片的の逸話の三種類の内容を感じてゐ そのも は、奈良朝以前の歴史観から出て来るのである。こゝに宮廷 方面から考へてみやう。祝詞は「高 くら」である。のりとはの とを仰る場所である。あまつのりとのふとのりとご 、 「高みくら」を示したも で、そこで云はれるも が り ごとである。そこ 云は る語は法律である。法も憲 のりである。 りとは、広く、詔旨、宣命、祝詞、皆、 「のりと」である。つまり、広い意味 は下におろしになる呪言である。天皇 おつしやる それに返答する詞を群臣が申し上げ そ を、寿詞、奏事、奏辞 ふ。まをすは、まひより出た語で、服従すると云ふ意味 語である。天皇の勅に対し、繰返して申し上げ 事が「まを 」る。私は天皇、天神の資格に於いて……云ふ であ 天子が云ふと、群臣は私の祖先 かう〳〵し 服従 て来ました。私も、かう〳〵して服従しますとまを ごとをすこの証明は、祝詞と寿詞の間に変なものがはさ てゐる。中臣の寿詞はこれである。
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大嘗祭に中臣が臣下の代表として、臣下の家々に伝つてゐる寿詞を唱へる形をとつてゐる。古いところは、決してさうではない。天皇の祝詞と寿詞との間に立つてゐるものである。天皇のおつしやる祝詞を臣下に伝へるものがある。中 が臣下に伝達した形を持つてゐる。それで中 の寿詞は祝詞と寿詞の間にあるものである 即ち祝詞の意味を復習す もので、その下に寿詞がある。平安朝百年の間は、まだ古い盛を残してゐた。こ辺の歴史は非常に必要である。天皇の言葉を伝へる形が色々ある。そ 中で、 「宣」の形が最も普通である。 「女房宣」 云つて、上の女房 天皇 勅を筆記して下へ伝へるこ である。即ち天皇に仕へてゐる上の女房が天皇の詔を伝達す 役 もつてゐた。古代の宮廷 上の女房は云ふま もなく巫女である。宮中に昔から天皇 お側に仕へてゐる女房がある。即ち、猿女君の家の人である。これが次第に大巫と交迭 て来 女房が宣を出すことは、天子の言を群臣に伝達する事で、それが書物にするやうになつて女房宣と云ふ様 なつた祝詞の言葉が巫女 依つて貯へられ 。その為、巫女初から「みこともちて」と伝達 形 とる。大祓 祝詞 鎮魂の祝詞、皆、巫女の記憶 残る様にな これ 依つて、系統が附く。古い伝承に猿女伝承の如きものがある。天皇の祝詞を覚えてゐて、場合場合 これを「みこと ちて」た。こゝに於いて 宮廷の叙事詩が出来て来る。最初は、天岩戸の前で、天 宇受売命がみことをもち す こ に始まつてゐる。宇受売命は、鎮魂の起源と、猿田彦と共に国神を屈服
させる交渉した後に、猿田彦を操るやうになつた。天つ罪をとかねば天の石窟の事が出て来ない。須佐之男命は、天つ罪によつて、その「はらへ」をした。 「はらへ」は罰をつけて、物を取り上げる、又は、追放する事である。これに鎮魂の話がある。うけひ、はらへ、魂しづめ、天の岩戸の話があり、紀には、宝剣出現章がある。 れはずつと一つゞきになつたものである。それに続いて天孫降臨がある。五伴緒の命がついてくる、その間に猿女命が働き する。神代の章には、猿女の命が働いてゐ こ 、色々 伝承中、猿女 伝承が一貫し 統一したもので、その統一したもが、神代巻の組織 こ が、神代巻 出来る原因でもある。猿女氏が宮廷の語部 祖先で 稗田阿礼 猿女君 分れである。猿田彦へついて、伊勢へ行つた猿女の系統と 田彦との系統は一緒になつて了つ ゐ猿田彦は「宇治の土公」の分れであるから、やはり猿女の系統を引いてゐる。阿礼が、宮中 語部 事は考へられる。大体、かうし 宮中の物語系統が出来て来る。豪族の家でも同じ論理でなり立つて来る。氏々の話氏々の方では、氏々が宮廷に対す 態度を云ふと、宮廷に対する寿詞即ち宮廷の祖先に仕へ申した歴史を申し上げ、祖先がかうである様に、その子孫の吾々もそ 天皇に対してお仕 申しますと云ふ、服従を示す唯一 形式である。この寿詞を叙べる
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時に、 附帯した仕事は、 その氏々の持つてゐる外来魂、 即ち氏々の持つてゐる威霊を天皇に奉る儀式がある。草木金石等によつて天皇の寿命を譬喩的に述べる。こ 形式は疑ひもなく、天子のおつしやる祝詞、後には伝達者の祝詞を、そ 通りであ と云ふ形を けるものである。それが、後には自分の感情になつて来て、寿詞の方では、私の祖先がかう〳〵為したと云ふ様なつた。最初は、 がお前の子孫 かう〳〵して服従して来たと述べると、群臣の方で、その通り 繰り返して、後には証明する形から変つた。即ち祝詞を も一ぺん 返した形である。宮廷の叙事詩が臣下の叙事詩へ入つてゆく事がわ る。即ち臣下に浸透してゆく経路がわかる。中臣の寿詞は氏々の寿詞が祝詞の後演であ た であるが、今度は氏々の方を中心にし 形である。さうし 臣下 話と宮廷の語と異つてゐるが、似通 ころのあるのは、こある為である。寿詞は宮廷の叙事詩を取り入れた叙事詩で、同時に「 けひ」を取り入れたも である。つまり 氏々は断片的に宮廷と 交渉の叙事詩を持つてゐ 氏々の寿詞が、その職々の本縁を語る事になる。つまりそれが家々 「もとつごと」である。で「もとつごと」は宮廷との関係による職業の起源をとくもので、後には「氏文」となつて来る。氏々にもとから伝つた 氏自身の叙事詩は宮廷から入 た叙事詩に負けて了つた。語部の仕事は猿女がしてゐたが、猿女 歌も大切な仕事は鎮魂である。猿女の鎮魂が勢力 失ふと呪言が勢力を つて来る。
即ち神聖な古い言葉として、叙事詩に勢力を持つて来る。宮廷の語部には中臣の志斐連があつた。宮中 男中臣と女中臣が奉仕してゐる。即ちそれは異つたものである。低い巫女で、女と云ふものがある。 の団体を支配してゆくものは、中臣の志斐連である。万葉集三に、
いなと言へど強ふる志斐のが誣語り、此頃聞かずて、我恋ひにけり（二三六）いなと言へど、語れ〳〵と宣らせこそ、志斐いは申せ。誣言と宣る（二三七）








になつて来る。安曇の海部のは外部から入つたもので、宮廷へ資料を持ち込んだのである。記紀を見ても、海部の と思はれるのが沢山ある。令記定帝紀及上古諸事これらについて話をつゞめたい。蘇我氏が亡びた時にやつと伝へ と云ふ国造本紀、即ち古事記のもとの本である。後 出て来るものを照らし合はすと十八種の纂記でつぎ文 口 の系図を書き留めたものが、纂記或は譜代と云ふ。継事は系図 中に簡単な体裁をとつてゐる。古事 下巻 体裁はこれをとつてゐる。つぎは、口 上の系図で、つぎを記した のが、つぎふみであ本紀は支那の正史の形を真似たものであ 。十八種の纂記は、国記と が異つてゐる。宮廷で云ふと それが帝紀日継である。日継と本紀とは、異つてゐる。帝王の あるから日継、臣下だか つぎ 云つた。其の他家々の聖職の歴史をとくものがある。系図の方がつぎになり、寿詞から出た聖職 起源をとくも が、国記の本紀に当るものと思ふ。諸八十部 云ふ は、多くの聖職にある人々の起源を説いたものを書き取つた事になる。帝王本紀もこの系統で、帝紀も同じ聖職 つたもの即ち天子の起原を説いた祝詞を書き取つたも 帝紀 ある本辞は、同じく聖職の歴史を説いたも である。本辞 旧辞も、
皆家々の聖職の起元を説いたものである。帝王日継はこれと異つてゐる。帝王日継は、読む必要あるのは、何時か。又、家々のつぎもその読み上げる時はその人が死んだ時である。名前の伝はると思ふ印象と、死んだと云ふ自覚を与へる。この二方面から、つぎ文、又は日継を読み上げる。後には色々混じた。誄詞も古い形で 家々 歴史を語るつぎの形と誄詞として述べ れが変じて、その家に附属して人がその聖職の歴史を語 。これが誄詞である。日本紀を見ても宮廷でするものは、日継と書い その他の誄詞は事、辞、時と書いてある。臣下のも は死への魂を鎮める為 も唱へられたものである。つぎと家々 物語は別である。然しもとは物語の中からつぎが出て来たのである。つぎを奏上しねばならない が それは人間の死んだ時である。即ち物語の方が古いのである。帝紀と帝王本紀は、明らかに別なものである。即ち帝紀と帝王纂記と で 本紀と先代旧辞又は本辞と別である。帝紀とか旧辞とか帝王日継 か云ふものが出来る時代で 宮廷の伝記と臣下 伝記と融合しあつてゐる。聖職の起源を見 あげる時に祝詞と一緒に申し上げ その為に融合した書き物の中 伝つてゐる事実、書物と同時に決せられてゐた事実、 それを又統合した事実を つてゐた それを書き取 たものが、 古事記である。 稗田阿礼の仕事はこれを合一して暗 てゐたものである。古事記 は結局帝紀 本辞を合せたも である。
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やはり世つぎに属すものらしい。宮廷の世つぎは天より伝承されたものである。日は日の神を示し、神聖を示すものなれば日継と称してゐる。古くは長い間、口の上で伝へられた である。氏々の系図も同じ道を通つてゐたも である。こ をさかのぼつて見ると、天子の威力となる魂 系統を示したものである。古代は、この魂の考へ方より人の生滅は問題にならない。ずつと古いものは日継、世継はないと思ふ。即ち武内宿祢の長命のことなど行はれる時代である。人格と神格 が明らかにな 時代が出て来て初めてつぎが明らかになる。日の神の魂を継承するも 「日つぎ」であると云へる。奈良朝以前のつぎは人間 生存のためではなく、死の為のものである。 「つぎ」に入れ 事が、 「つぎつ」と云ふ動詞であるこれは「つき
― らる」に入れる事は、死が明らかに認められた
事である。死か否 の区別が定ま までは、死生 問題はあいまいである。この間は殯宮に居らつしやるものであ 。この間に生死が定まるのである。こ 間に鎮魂の儀式を繰返す。みたまふりは家々の人々が唱へ言す 、即ち奉仕の本縁を唱へて、寿詞を申し上げ 古い時代の誄詞は実は誄詞では無かた。昔行つた誄に当るもの 、寿詞 つた。死んだ時に唱へる寿詞が即ち「しぬびごと」 つた。人が生死不明 時に唱へるものは、生きてゐる人に唱へ 寿詞と同じであ 殯宮から御陵に移す間は決し 生死を区別してはゐなか た そ 為
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に神職が葬式にあづかるには、御陵以外にはいけない事であると思ふ。支那の風が入つて来ると死してからの寿詞が誄であると同じ意味をもつて来る。又「語」の字をも書いてゐる。日本紀の本紀旧辞である。正月唱へる寿詞 も「事」の字を書いてゐる。もとの誄に当るも は、寿詞であ 。その為に死人 悲しんだり追懐する時の言葉は少しもなかつた。奈良朝あたりから みが深くなつて来た。この時代の誄は古代のと別の である。人がいよ〳〵死んで了つてから聞かせ ものが「つぎ である。この「つぎ」と御陵なり前に司々が唱へる旧辞が一緒になつて「しのびごと」となつて来る。この事は日本紀にも書きあやまりがあると思ふ。大体陵墓の前 唱へるものが「つぎ」である。「つぎ」は汝は死んだのである、と云ふ自覚を起こさせるのである。この世に居ない人であると云ふ自覚を起こさせるものと云ふ意味な 。つぎは過去の生存の紀念と云ふ意味である。ところが名前を継 れ 事なしに死んでゆく人がある。す と死んだと云ふ自覚 起さない。完全 内在魂を発散させ 為つぎの価値が出来て来る が発達しかけてゐるが、過去生存を明らかにするやうになり、又転化 て口の上 系図に入らないものをつぎの中に入れると云ふやうになつて来る。昔は傍系の は別に「つぎ」を作つた。この系図はそ 出来る前に於て傍系の力強い人 死んで了ふと それを伝へる為に御名代部・名代部・名代を作つた。即ち何々部と云ふ団体を作つて、その 落が、その人 生存中の事を語 いだのである。
名代部が荘園の起源になる。世が進むと、傍系の人の為に系統はどうする事も出来ぬが、その人の系統があの村の頭となつてゆくのが出来 と云ふ形になる。子代部は子 無い為にそ 系統を伝へんとして作られた部で、寵愛された女が死ぬと子がない為に系統が伝はらない。その統を伝へる為に子代部を作る。後には子があつても作られるやうになつた。名代・ は同じものであるから、後には混合して了ふ。名代、 はその部落を作る動機になつた人の物語を語り伝へるものを条件とした。大和の春日部は軽勾大兄皇子が春日皇女のところへ通はれた物語を伝へてゐる。この物語は沼河姫と大国主命の情事の焼き直しに過ぎな 。これを見 と、名代部を作るとその村に叙事詩を伝へねばならぬ から理もい叙事詩を伝へたも である。子孫が、そ 部落の頭 なつてゆくと、世継が出来て行く。物語と世継の発生前後が考へられるが、私は物語が単純化して世継が出来ると思ふ。物語を伝承するのが語部の仕事である 色々 物語を伝へる為に、その部落の間に混雑が出来て る。こ を単純化せねばならぬ。その単純化されたも 世継であ 名代のみでなく本村にもそれがあるのであ 。人の死んで新しい村 立てられる様な人は先づ最初語られる物語を起したの あるが、後には多代にも世継が出来て来る。同時にはじめからつぎを唱へた名代の村もある事 知る事が出来る。古事記の終の方は非常に簡単なつぎの形をとつてゐ 。
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その終の所に秦大蔵萬里に言ひつけて、この歌を伝へて世に忘れしむること勿れと仰せられた。この言葉は斉明 の四年の歌と十月の歌とに及んでゐる である。秦大蔵造萬里は外国人である。この文句は、一種の御名代部、御子代部である。この歌は秦の といふものを中心とした後の荘園である。秦の大蔵が作り始めて伝へたと云ふ であるこれは宮廷の歌をば、作るも ゝあつた証拠である。帰化人が
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皇太子は喜ばれて、琴 授け歌はしめられたと見えてゐる この野中史満 帰化人である。野中 氏であり 大和へ来 、川原にゐた為にこの名がある。この人がやはり前述 如き立派な歌を作つてゐる。実は皇太子の代作である。飛鳥 都から代作気分が濃厚になり、詩 素養のある人か帰化人がした、そ 為 創作的 なる。日本紀を見ると、清寧天皇の御代がよかつた為に、それを讃美したものがある。当世詞人が、
　　
やまとべに見がほしものは忍海のこの高城なる角刺の宮



























































内的の原因は魂ふりである。旅に出る時にはその夫に対して妻がまじなひの紐を結ぶ。後には阿波路結びとかあは結とか云ふ。この紐を結ぶ事は魂 びつけておくことである。羇旅歌には鎮魂の意味が非常に深く入つてゐる。深更歌は夜中の歌で抽象的の歌が出て来 挽歌の方面を見ると、竹林楽と云ふ が万葉集にある。この竹林楽の注？は宮廷詞から出た挽歌である。日本の挽歌はかなしみが無い。魂を鎮めるだけの効果があればよい。鎮魂の期間は生死の区別がない。挽歌は畢竟みたまふりである。古い歌ほど平気な気分で挽歌をよんでゐる。後には悲しみが出てゐる。これ 支那風の挽歌である。新しい挽歌である。古いもの 中、鳥が出て来るのはたいてい挽歌である。天智天皇が死な た時に后が作られた歌がある。これも鳥が出て来る。鳥の歌は皆鎮魂の歌である。鳥は魂を扱つてゐ 役である。軍歌は記紀を見ると、神武天皇あたりに固つてゐ この軍歌は神武天皇頃出来たものも後に出 たものもあらう。大和 戦のあつたのは、神武天皇頃が最も甚大なも である。後世 ものもこれに帰服して了ふ。軍歌はかけあひである。相手の魂を征服するためである。近世の悪態はこれで る。江戸 文学は、変態の発達をしてゐる。そ 為に文学の本態に入るまでには色々の色彩を附加してゐる。恋歌は殊 この形をとつてゐ恋歌で注意せねばならぬのは恋歌と踏歌の歌は古い時代の宮廷詞をう つた
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わざ歌は神懸りした童、女子の歌を出した歌で、時人 歌は神事に関係なく漠然と流行しだした歌である。斉明天皇 時には〽あめなるや葛城寺の西なるや、の歌が流行した。その為 皇太子の問題を考へ感じて来る。童謡で名高いものがある。斉明天皇六年百済と新羅と戦があつた。当時の童謡であ 。これは、どう ても解 ぬ歌であるこれが理想的 もの時人の歌はも少しはつきりしてゐ 童謡に近い歌と時人 と区別する事が出来ないものが 孝徳天皇の時に常世神流行がある。河勝がこれを殺して了つたので流行した歌である。皇極天皇三年の歌がある。老人ど は時 かは しるしだと噂し
たと云ふのがある。宮廷詞の中の軍歌は神武天皇の巻に出てゐる。それをば久米の歌となづけてゐる。もつとたくさんあつてよいはずであるのが、昔からの習慣で歌詞に自由な融通のつく考へから沢山なくてよい事になつてゐる。 類似といふ事より論理を展開してゆける。 詞も数意を含むことを信じてゐた。祝詞の八意思兼神は祝詞の神である。祝詞は漠然 その効果が応用出来ると云ふ である。思ふは祝詞を唱へる事であ こ 意味のために久米歌はどんな場合の軍歌にも応用出来る。そ 事を考へる 宮廷詞 意味がわかる。宮廷詞が宮廷の祭礼儀式なりに、それに関係ある歌を唱へられ といふ考へは誤りで、色々 場合 類似してゐる時は広くその歌詞を用ゐられた。久米歌もこれである記紀を通じて見ると、久米 以前に軍 らしいものはなく、景行天皇の歌も、佐保彦の時の歌も軍歌で ない。 れは昔から軍歌を歌つた。日本紀と古事記 初めの方 が出神武紀にある歌でも記紀ともに多少異なつてゐる。軍 の後に左の註がある。　　
是謂来目歌今楽府奏此
この解釈は徹底したものではない。楽府は昔 註には、とよのあかりとある。これは宴会 意 ある 、楽府にこの読みを用うるのは誤りである。私 楽府は宮廷詞の中 あるも 、即ち土地の神 祭りに使用するものであると思ふ 手量 調子をとることだと云ふ説が たばかりのはかりは □□の事で、たばかりは手を拡げる大小で、舞の手振りのことである。
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「うちてしやまむ」は打つ、さうして終にしやう、と云ふのである。即ち休息を予期してやるのである。戦争とかまけによつて出かける時は労ひ 約束 出かける。日本の「ねぎらひ」は願ふの語根のねぐと同じ報酬を与へると云ふ事である。久米の歌にねぎらひを望んだ歌が多い。これを戦争のはじめに歌ふのは当然であつた。久米の歌の性質はこの意味をもつてゐる。ねぎらひの約束である 歌は大伴家に伝承せられた歌である。正確に云へば大伴家の物語の中から脱落した宮廷詞であ 。大久米と大伴とは別であるものを、古事記に同じにしてゐる。これは大伴家の祖先 道臣であるが、大久米は軍の為の魂で、大伴家に代々伝つた武力 魂である。こ 物語の中にあつた歌が大伴の部下の久米部、佐伯部、大伴 奴隷であ 。これ等の部民が歌ふものが 歌である。即ち軍をする部族が久米と広義に呼ばれた。こ 歌が断言（片カ）化して宮廷詞になつたが、これ 伴うて、解釈があつたのである。一面、宮廷詞を中心として日本の歴史を調べて行く事 出来る。この歌を歌ふと昔神武天皇が、 和へ入られた時、威力があつた。 部族はこの歌を以て邪気をふる 。そ 為 軍にこの歌を歌ふと死からの悪い魂が去ると云 信仰が つた。 嘗祭の時に定つて久米 を歌つた。 平勝宝元年に久米歌を歌つた。四年に大仏が出来、開眼式の時も久米の を歌ひ舞つてゐ
―47―
研究所紀要 7 号　伊藤　三校
































































































で志都歌也と註がある。これは別の伝である。うき は盃を げて歌ふ歌である。志都歌は鎮める調子の歌であるとの説（宣長説） あるが、これは魂の怒りを鎮める である。雄略紀で見ると、酒を飲む時の歌に三様あるが、この他酒ほがひの歌がある。怒りを鎮める志都歌系統のものと、宇岐歌 、志都歌系統 外に酒ほがひの歌の系統がある。酒ほがひは、酒を造るときによく作れるやうに祀りをする。酒 占ひ ために作り、その良し悪しで占つたのである。この酒 かもす時に祝福の言葉を叙べ
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る。これを酒ほがひの言葉と云ふ。この酒がよく出来れば旅に行つた人は無事に戻つて来る。病人は全快する。その時にその人が酒を飲むのである。古事記の応神天皇 条を見ても、酒ほがひの歌が出て来る。残つてゐるも では最も古いものである。古事記では酒楽之歌也とある。これで見ても、酒盛りの歌 と解釈してゐる。酒ほがひの歌は前後二度ある。占の効果がよく出来るやうにと祈るのが酒ほがひで、次の 宴会にそ 無事を祝するのが後の酒ほがひである。来歴を唱へ、盃を げ、怒りを鎮め、酒を飲む 宴である。とよのあかりの歌と云ふ がある。雄略天皇に 盛 沢山附加してゐるのは、酒盛りが怒りを鎮める為である事を示すものである。志都歌系統が雄略天皇に附加して行つた。その為に後には志都歌と の返し歌二種類になる。志都歌の返し歌は替へ文句で恋歌　　
をとめのい隠る岡を金すきも五百箇もがもすきはぬるもの































































































がある。これと同じ歌である。雄略天皇は感情の純な人であるが、一方、又でたらめの人恋の歌に二種ある。鎮魂の歌が一方にある。即ち戦に打ち勝つ為に、相手の魂を屈服させる為に ふ。志都歌は これより出たものである。 族の間の結婚は問題にならなかつた。異族の
―50―
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この様に共寝の出来ない歌がある。これは恋 の中、一種 特別なも である。はじめからあつた傾向が洗練されて出て来る。歌垣の洗練した技巧を教へる は村々の叙事詞の影響 村々の叙事詞神秘であるから自由に出来ないが、他から持つて来る乞食者の叙事詞が影響づけてゆく。乞食者の歌が次第に崩れ 行 た。それの最も証拠立て得 団体は天語部である（海語） 。
あま
は
漂泊して歩くもので、くゞつ もとに つたも 賢い






































































































































































きに奉仕する。昔 は六日目である。後に 七日目になつた。産養ひと云ふ。大湯坐、若湯坐は二人であ が、後 事は一人であるらしい。子が生れ とそれを水の中につける。その時にその後を務める女はその後日をつ めた部から出た。つまり丹比女とでも云ふべきものが天つ神の寿詞を唱へてゐる間 この丹 が水中か 出て取り上げ、そ 皇子に仕 たものである。子守は子を育てるために他処の氏から頼まれて来てゐる人である。女の方では子守乳母である。男の方では子が育て げ と乳母子守等がそ 妻となる。神を育てあげた人 その神の妻となる信仰があつた 丹 氏から出た丹比女は后の如き形 しゐた。その女の出た家が壬生である。古くはニブとも訓んだ乳ニ
部ブ
とも書いた。皇子に産湯をつかはされたものである。丹比
の壬生が出来 と、その為に一つの村 出来 。丹比壬生部それである。今日、壬生部あ はそれであ 丹比壬生の頭は丹比宿禰 日本紀を書いた頃の考へからしてゆくと、反正天皇の為に丹比の壬生部を作つて天皇 私有財産にし のであると解釈してゐる。新しく生れた皇子に対して、 は の中で世話し、男は天つ神寿詞を唱へる。御 代部、御名代部と云
―55―
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なるのが誕生 皇子として生れた時に産湯をし天皇となる。喪明けに又誕生す 後に又壬生部がこの時にお世話申すのである。この に関 る仕事 中臣の専門となつた 天皇としての誕生にあづかるのが中臣であると云ふので、中臣氏が勢力を持つて来たのである。即ち天皇とし の誕 に づかるのが中臣氏で、その時にお世話をす 中臣の女の仕事が即ち中臣女 仕事である。佐保媛が兄と城の中で死ぬ時 、垂仁天皇は、　　
なが結ひかためしみづのをひもは誰かもとかむ















たをとめとある。主役が一人で附属が沢山 兄媛弟媛が、兄媛は一人、弟媛は幾人 もよい である。日葉酢媛は水神に仕へた家の女である。兵主はこの音をうつしたものである。ヒヤス、ヒヤウス。皇后が何故定まるか（私部参照） 。天皇の潔の折に紐解く女である。日葉酢媛が佐保媛から推薦されたのは、□をさせ 人をすゝめた話に過ぎない。兄 が日葉酢媛である。日葉酢は潔に関係ある詞である。兵主が段々変化して河童をひやうすべと云ふやうにな 。九州一円にてはひやうすべと云ふ 何故に河童を然様呼ぶか？
　
禊を司る神、神人の系統の同じと思ふものを
あげると、和泉の穴師部、大和の穴師、阿蘇のいなさ、出雲国のわなさ、近江の穴師、この五者が大体同一系統と見られ南海道の瀬戸内海に面した阿波、和泉 摂津と穴師の団体で、これは大和、丹波のいなさ、出雲のわなさで山の手へ入つたものである。阿波国のわなさおほその社が古く見え ゐるが、疑うてゐる。阿波からも出てゐる。瀬戸内海 海岸をとりまいた禊の神が居た 国 禊の神は阿波さおほそである。丹後の国へゆくと、わなさおきな わなさおむな 二人 出雲国はあはき わなさひこと云ふ名に つ 阿波 国から長く住みついたと云ふことである。先づ阿 から来たものと推測出来る。これに一つ困る が出来る。丹波 丹後に於け わなさおむな、わなさおき の話は伊勢の外宮に関する神である。
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わなさの神人の名前で、同時にあなしと同じ語であると思ふ。神人の名前でそれが神を持つて歩いた。阿波の国では大げつひめである。その神を持つて歩いた神人の名ならしい。この団体が神を持つて歩きながら物語を撒布した。この物語はわなさおきな したと云ふ事に る。大げつひめは外宮の神である。記紀を見ても三つ違つた神が出て来て、誰の□にもなつてゐる。食物の魂である。食物の魂を持つ ゐるとそ 国を支配しうるのである。おほげつひめは須佐之男命に殺される。丹波の物語でも、このわなさの媛は行き倒れになつ 死んでゐ 豊宇賀能女の女と云ふ神になつてゐる。死んで食物の神になつてゐる食物の神は一度死ぬもの 阿波 大げつひめと同じものである。出雲の方面では、あはきへわなさひこ 話になて、阿波から に来て勢力 得た。出雲に来てから、みづはみぬはの神の名になつてゐる。何れも水の神である。今 はわなさの系統 穴師 系統は播磨風土記に穴師の神人 布教して歩い ゐた事が見えてゐる。和泉 大和へ持 て歩いた。その他禊の神は沢山ある。筑前 宗像の三 は禊の である。これが兵主と合体した。水 神である女の神が沢山ある。これが流行してゐる神人に合体せられる。禊 神で目につく は山の神である事が多い。大和の穴師 神は山 神 り、丹波国の道主の奉仕してゐる神は山 池の神である。比治山真名井の神である。近江の三上山の も の泉 こゝに日本信仰の中に混乱がある。水の近いところで禊をしてゐたのが、山の手へ入ると清水、池の水を使用する。 為に水神が山



















つまり鎮魂と禊の二つに分れる。この穴師の兵主部の神の代作した神が、後に河童になるものである。わなさは女 であ 。大げつひめととようかのめの如きもの る。穴師神人の持つて廻つたものは男の神である。女 いふのは女の神を通しても一つ神がある。女 になつてゐる は巫女である。巫自体が神である。大げつひめ、とようか め 役に又一つの神がある。小さな神が出て来る。それを育てる女があつて 成育の後に神の子を生む話 比治山の真名井 神は沢山 天女が禊をしてゐた。つまり巫女である。大げつひめも巫女 名であるに相違ない 水の中で取り上 た小さな神があ た。それが天若日子である。この神が後には蔭にかくれ、巫女が神となるのである。兵主部と関係の深い天子の神がある。天彦―天児―尼子になる。天児を育て ゐるのがうばごぜで天児から兵主部の話が出てゐ 九州 河童を祀 水辺 祭りでは、天児を主としてまつ 尊い をうばがゐて育てた話 ら安徳天皇を祀つてあるところ それである。







生部と同じことである。水から出て来る怪物は皆水の中で禊を行ふ人で、行はれる人と混乱してゐる。男がされる人 、女が与へる人である。神の中に分らぬ神があ 神母聖母である。神母は四国に居る。聖母は九州にあるものである。聖母の根本は薩摩の野間権現 ある。神母は四国の吉野川 両域の山地に拡がつてゐる。いげの神である。いげは池であ 。堰の事で池は堤である。いけは方言より見ると神聖な水を包んで るところを云ふ。吉野川 山地ではいげのかみ 称す 水のあるところ、山の水の湧ひ ところを主としてゐ 。鍛冶屋がいげの神を祀つてゐる。私部の物語私部は皇后に属する部曲の民である。御子代の民の一部分が私部と総称せられた。御子代の民の中、皇后の御名前、氏、家、居られた場所の名を冠して独立したものもあ が、私部の総称をもつてゐるものである。私部の起原は御名代・ より始まる。子が無いから村を作り、或は団体を作り それにその家名、宮殿のあつた ころ 附する。仁徳天皇 后の磐姫は葛城氏だから葛城部を置く。允恭天皇の衣通姫 為に藤原部が出来てゐる。それは大和の藤原に居られた為である事と思ふ天皇の后の定まる時に出来るものが私部 で同時に御子代物語である。近松の丹波与作にお湯殿 子しらべ 姫君と云ふ








これである。水に関係ありさうな結び方である。女が褌の結び目に印をつけておく。結び目につけられた以上は性慾生活を開放する事は出来ない。この をとくのは湯の中である。解くとは性慾が開放される 羽衣に手をふれる人 水 神の娘の形である。須佐之男、大国主の系統は、水に関係 る人が多い沢山団体を為した氏族が居たが、出雲人が最も有力で、天皇に奉仕することが近かつた。その為 出雲人が出て来て、湯側の奉仕を務めた。出雲人のするのが原則だと云ふもの 出 来たのである。それが記紀に見える系統で、后になる の系統だと云ふ事を示してゐ 。垂仁天皇、景行天皇までは后は多く水の神である。つまり水の神の娘になつてゐる。木花咲耶姫 山神の娘 大山祇神が水神である は水 神と山の神とはもと同一であつた。日本紀一書ににゝぎがかさゝの峠を歩かれた時、波の穂に居た姉妹の神の話がある。水 神 織女であ印象が残つた。木花咲耶姫の話は書に書かれた最初の人である。兄媛は一人で弟媛は沢山ある（兄弟二人とするの 垂仁記で、日本紀に 弟媛は沢山ゐる） 。時代がかはるとその処女が水の神の娘といふ考へになる 豊玉媛は海神 娘で、妹には玉依媛がある。此後にな と、后はつきつめて行くと水の神の娘といふ型 なつてゐる。皇后陛下のすゝめる家は道主の家（道主 尊
ムチ
）であ































と衣通媛が歌を作つてゐる。禊に関係したものである事が判る。平安朝の末に和 の三神があ 衣通媛は歌の神 一人であるこれは和歌浦に関係してゐた為に、和歌の神となつた。和歌浦は禊の神として藤原の神 祀 。中臣が と称した 何か意味がある。禊 家 藤原といふ家があつた為に、中臣がそれをとなへたもので、何か根本的 事情 つ も と思ふ。
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と云ふ名がある。湯によつて物を産出する神 云ふ事である。大私市部が殆んど全国に伝つてゐる。その祖先が一定して云はれてゐない。后が出る時に大私部が出来るも 大私部が出来る時には最初の伝へ 一つになつて了ふ 壬生部は皇子によつて違ふが、皆同じ物語を語る。御子が沢山ある為に何氏の壬生部と称してゐるが、大私部はこの区別をしなかつ日子坐王よりはじまつてゐる事を説くのみである。私市 は日子坐王の子孫であると称し 。即ち宰領する家がなくなつたが為で、たゞ伝承によつ 存立する である。大私部の起りは丹波である。丹波道主尊の後が、丹後 国に居て水神の仕事を奉仕してゐた。この家から或は別れから皇后が出てゐる。も一つ前の形は出雲人から皇后が出た 後に丹波道主の家から出た丹後の私市部が大私部のはじまりであると考へてゐる。大私部の大をとつて私市部と云ひ、私部 大抵
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もと〳〵ひよつと出て来たものではない。貴種流離譚の形式が乞食者の歴史である。乞食者の語りには自分の旅行と貴種流離譚と一緒になつてゐる。本地もの 転生は仏教程ではない。もと日本の流離し 神が、一度死んで又もとへ戻るといふものである。比治山の天女は死ん 伊勢の外宮神である。外宮の神は須佐之男や月夜見尊に殺されてゐる。物の は大抵殺されてゐる この比治山の話は一部分わなさの神人が持つて歩いたものであ 丹後の国ではわなさ命といつ
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てゐるが、出雲では、あはきへわなさ命といふ神になつてゐる。この神人の持つて歩いた話が、この比治山の天女の物語である。土地に関する流動の自由は各国にその真名井を残した である。丹波氏から又丹波氏の系統 あるといふ形で皇后 入れる。その為に専ら出雲は後に問題にならなくなつて丹波道主尊の娘が出て来る。この八娘子は禊をする役である。日本神道の一番困るのは巫女と神と混同する事である。天照大神 巫女 ある。これは又巫女がついて来る。女 巫女は不必要で るが 式として必要とし 宮廷伊勢大神宮に丹波道主尊の娘が、奉仕するには禊をする役である。宮中で みづ おひもを く役である。それが皇后になつて来 真名井 話でも天の羽衣をかけて沐浴 ゐた。天つ娘子は巫女である。八娘子の起原をとくものである。もとは七娘子といふのが本当 ある。兄媛が一人その他弟媛が沢山ゐると云ふ事である。真名井の話は天の羽衣のもとをといてゐる。 みづ おひもと同じことである。天の羽衣は下帯 神聖の神になられるまで厳重にしばつてある。その局所をゆ めれば神になるこれが女の巫女 神 する思想よりこの天女の羽衣をかへした話になつて来る。つまり神と巫女と同格であ 思想が混同してゐる。この紐をといてはじめて自由にな 事 入つてからしめたみづの小 が天の羽衣である。だから宮中では紐をとく役、紐を結ぶ役が后とな こ 役を ものは、ある時代は藤原と云ふ名になつたものであらう。ふぢわらは淵に関係あるものであらう。衣通媛は藤原に関係があつた 不比等の娘藤










のである。日置は日を数へると云ふ事 。藤原為憲の口遊の中に置と云ふ語が出て来る。これ 暦の数へ方と関係が 暦
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と見えてゐる。日置部の事 置部とも云つた。 の伴部が来て、出雲に留つて政をなしたとあるのは天皇の祝詞をもつて来て伝達し、その文句の通りの効果をおさめて奏上するのが、まつりごとである。まつりは祝詞を伝達す こ である。もとは詔勅、祝詞の信仰である。この連中が沢山出て地方を廻日置伴部日祀部は太陽神を祀る部曲ではない 貴い人を聖と云つた日知で天体の運行と気候の事を知つてゐる事である。即ちこれが天皇の事である。即ち天皇は呪法的王であつた。天皇 仕事は日を知らせる。つまり天皇の勅を以て諸国をまはり仕へる日祀部もこの部曲 ある。日祀は天皇 祝詞をよみあげる事である。みこともちである。日 まつりをしにゆく部曲を日祀部と云ふ。日のまつりを唱へにゆくもので 後に分らなく つて日奉とも書いた。暦を教へる者が祝詞を奉持し それ 読み上げ
る形をとつた。敏達天皇の時、日祀部と私部と出来た。この時、日奉舎人部が出来てゐる。日祀に関して敏達天皇は深い印象ある天皇である。日奉舎人部とは何か。舎人は宮廷に居るもので、もとは新しく服従した国の子弟を徴発し、男 舎人として女は采女 して召し上げたのが、それを朝廷から臣下に配つたのである。天皇には采女、大舎人と書き、皇族には帳内、家臣 は資人となる。この帳内資人は後に隨 と云 れた と云はれるのは、天皇直属 部曲である。令の規定による家人である。専ら天皇の従属となる。天皇の為に一代 叙事詞 伝へる 姓氏家系辞書を見ると、舎人の名が列べてあるが、皆、天皇（仕へてゐた）を記念す 為に名が附いてゐ 即ち高級の奴隷である。壬生部の方は天 ばかりでなくともよい。広い意味の御名代部であるが、舎人 皇に限る伝承をな てゐる。日置 は即ち舎人部である。伴部とは聖職に与る人々であ 。天皇が日祀の仕事、日置の仕事をせられ、日祀部日置部は天皇直属の高い伝承部曲である。日祀は暦を教へ 部曲である。日本の天皇 最もの仕事は日祀である。これが日置 と云ふ様になる。天皇の本職は日祀である。それを諸国に分布したものは、日祀舎人であ 。天皇の御領にたづさはるものである。敏達天皇の時に日祀部と私部 出来たのは天皇の為に日祀部 皇后 為に私部が出来た。つまり日本が帰化人を取り入れた。先住民―学者の輸入―学者僧 道 が第三の区画に分れる。
―66―
研究所紀要 7 号　伊藤　三校




は勝手な妥協であ 命婦は支那 語であるが、 内容は時代々々によつてかはつてゐる。命婦は采女の一部分である。女の舎人が諸国から出た。その中段々職掌によつて名前がかはつて行くが、大体采女である 、天皇の魂の役を取り扱ふものは命婦であつたやうに思 れる（仮説） 。後々に命婦にヒメトネリと云ふやうになつた。采女令の規定では諸国の郡領の娘の容貌のいゝもの（政治と宗教と分離して宗教的にあるものは何々国造と称してゐた。 上あづかるものが、宿祢と称して郡領にある）一百人が召された。男の子は舎人として奉仕してゐる。男が舎人で女が采女 ある。采女は沢山あるが、その宰領す 、物部氏に つ るが、これ 嘘で 。魂に関する部曲は皆物部氏と考へ のは後世の考へ方で つた。こ 采女が宮中へ出 天皇 奉仕してゐる。これが宮廷 女官の全部で、職掌によつて段階 いて来る。その間に命婦が出て来 平安朝には 中途半端な役であつた。奈良朝時代には五位を与へてゐる（令） 。それをヒメトネリと云つてゐる。采女の中、最も有力なものであつた。
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この命婦の中、皇族貴族へ下されたものが、外命婦のもとである。天皇が魂をしづめる為に臣 に下さつた。それが形をかへて奈良朝時代になると、外命婦 偉いものが出て来る。天皇から他へ嫁入させられる。資格は采女であるために宮廷へ出入りすると同時に外では魂を鎮める力を持つてゐた。五位以上の妻女で宮廷へ出入りしてゐるもの なつて来る。天胤説の起源は、采女を臣下に下される とからである。天皇の御手がかゝつてゐる女で、宮廷以外に夫を持つてゐた それが外命婦である。命婦の上の采女は又別々な名 も 。上の女房の起源は采女である。平安朝の如く女房化 。それ以前平安朝初期までは、主人が死ぬと采女は本官へ帰 たも が見えてゐる。これが采女部 婇部、 部が出来るもとで、これは京都から帰つた采女を中心とした一 村（職業団体）を作る。采女部は日祀舎人部 同じもので、たゞ男 異にす だける。古事記、 本紀其他の書に采 に関する伝承は采女部の伝承であらう。雄略天皇の時に、盃 槻の葉 落ちた采女の話、又朝鮮人と婚して りつけにかゝつ 話、又「うねめはや耳はや」の采女の話等も、采部の話が伝は てゐるものであ 。采女部が物部から出てゐると云ふ は、昔 系図 正しい方の誤りである。この中、男が次第に表面へ出て来たが、 房の中宿祢朝臣を称してゐるもの あるが、これは采女であつたからである。采 が日祀 と提携して大和の宮廷 旧信仰に変化させて来た。暦法の宣伝は采女の方が力あつた。平安朝中頃から の地位
は下降して来るが、それ以前は采女の上が命婦で、貴族の家に居るのが外命婦であつた。宮廷に天皇のための役所に沢山の役人がある。寮、司等はこれで采女の朝臣から出ることになつてゐる。役所と部曲との関係が、こゝに話されなければならぬ。役所と部曲役所は団体の集まつてゐ 所である。部曲のしぬびごととの誄詞と併行してゐる。役所は宮廷直属 宮廷 まはりに居るもので、も は天から連れて来られた聖職団体が宮廷付近に住んで生活してゐる。これが司である。宮廷の司をとくものは五伴緒で、中臣、忌部、玉造部 鏡造部、猿女 五つであつた伴緒は新しく云ひかへると司である。伴緒は宮廷 まはりに住んでゐて、常に宮廷の仕事に奉仕せざ ものは部
カキベ
曲、伴部とな












他田の日奉 つい 考へようと思ふ。東国 他田の日奉の連が分布してゐたと思はれる。をさは奈良時代までの国語は通辞事である。をさが通辞の意味をもつて来て、訳語田 如くなつて来た。姓氏録は誤りが多 。平安朝 初期から固定して唱へられたものが書かれてゐる。古 伝統 重んじたと云ふ事がる。こ が中心をな る。他田といふ事は普通他田の宮の時 出来た日奉部となつ ゐる。他田は敏達天皇である この日奉部を（長田、訳語田、他田）の日奉部といつて諸国に分布した。この日奉部は舎人がなる。日奉部と舎人は同じものである。日奉部 舎人は同じ のである。朝廷に奉仕した舎人が帰国して宮廷 法式でその地方を教化した 敏達天皇から発したと称す 日奉部は他田が勢力をつたからである。国造の子弟の中、男は舎人として京に召され、女は采女として、京に召された。それが帰ると国造を名告り、政治家ともなり、巫女ともなりしてゐる。大宝令以来の国造の位置はかはつ が、それ以来は宗教から出た政治権を持つてゐたのである。国造家の本家 郡領となり、分家 方は宗教権を有して 造















示したものである。もとは斜面に暮らしてゐ 、下の湿地を田と称した。田に居 場所（物忌み）を田居と云ふ。田居 田居中と云ふ事である。湿地 を田と云つた。その為に昔は土地を上下で区別 。添上郡に衾田 云ふところがある。こゝ低いことを意味するところ 他田（訳語田） 云ふ地名はもとあつて他田宮の時に倉の役人に変動があつた。こゝ 訳語田のをさが浮いて来た。地名にもとからる。田と分離して考へる習慣からをさを浮して考へた 日奉部は同時に倉の役人となつてゐる。世が変つて倉 役人は帰化人がする。算の名人が之にかはつてくる。以前 倉 も帰化人か






この系統が定つて来 、鎌倉時代 は後院 制度の争ひになつて来る。つまり天子の御領の区別があつた為である。天皇皇后めい〳〵一人に一つゞつ出来て来た で る。而も倉については沢山あるが、舎人部日置部が一貫して来る。
